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暑中御見舞い申し上げます。 

こんにちは、市議会議員のふくま健治です。 
蒸し暑い毎日が続いています。くれぐれもお体におきを

つけください。 

 
第２回定例市議会、一般質問の内容を報告します。 

固定資産税の軽減を 

① 生活困窮者減免の拡大を 

入院で固定資産税を滞納している人、介護施設入所で

年金だけでは、介護費用もままならず、固定資産税の

差し押さえを受けている人などがいる。他都市では、

就学援助世帯や福祉手当等の対象者にも減免制度を

広げていることを指摘し、本市でも減免制度を拡充す

ること要求しました。 

財務部長―生活保護法による保護基準を準用し、実態

調査の上、決定することにしている。 

② 市街化区域の田畑の課税見直しを 

田畑は、産業としてだけではなく、環境保全、風水害

から市民を守る大切な役割もある。評価を見直し保全

すること。 

財務部長―評価額に三分の一を乗じた額を課税標準

額とする特例措置が地方税法に定められており、税の

減額が図られている。 

田畑の課税では、平成

３年から平成２３年

までの２０年間の市

街化区域の地目の推 

移では、宅地は１・７

倍、田３・７３倍、畑７・４２倍にあがっているのに、

大工場地域０・８９と下がっていることを、再質問で明

らかにし、大企業奉仕の姿勢改め、大工場地区の評価を

適正に引き上げ、田畑の軽減に回すよう要求しました。 

第５３回自治体学校ｉｎ奈良 
７月２３～２５日         奈良県文化会館・奈良県立大 

テーマ          学を会場に、３日間の日程でお

こなわれました。テーマはホン

モノの地方自治はここにある  

初日は、記念講演 憲法どお

りの日本（社会）をつくる、人間の復興か資本の論理か。講

師は石川康弘氏（神戸女学院大学）。 

２日目、分科会、脱原発・再生エネルギーの可能性につ

いて、和田武氏 日本環境学会会長（元立命館大学教授）

の講義。 

３日目 特別講演 充実した地方自治の担い手を育てる 

講師は中島信氏 （徳島大学教授） 

２泊３日の充実した研修会でした。再度学習し、今後の政

策活動にいかして生きます。 

 

市議会・建設常任委員会行政視察 

 岡山市では、自転車先進都 
市おかやま事業及び放置自転 
車対策について、福井市では 
賑わいの道づくり事業（中心 
市街地整備改良事業）につい 
て視察しました。両市とも、 
丁寧な説明を受けた後、現地 
調査もおこないました。 

初 紅 茶々 
 

――生活相談日誌―― 
やつとひ孫の保育所入所決定 

■ 孫娘の就職が決まり、ひ孫の保育所探しに奔走して

いたＫさん（女性）。８月より、隣接の保育所への入

所が決まりました。議員控え室まで、３人そろって

報告に出向いてくれました。 

 

暮らし・地域の問題など、ご意見・ 

ご要望をおよせください。 
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